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                                                                                                                                                    資料７                      

平成平成平成平成２８２８２８２８年年年年４４４４月末月末月末月末の特殊詐欺の発生傾向の特殊詐欺の発生傾向の特殊詐欺の発生傾向の特殊詐欺の発生傾向    

      長野県くらし安全・消費生活課 

 

                            集計期間  H28.1.1～H28.4.30 

（資料提供：長野県警察本部）                    

１１１１    認知認知認知認知状況状況状況状況        

 ○ 認知件数85件（前年同期比＋3件、＋3.7％）、被害額2億4791万1427円（前年同期比 

  －3963万9790円、－13.8％）１件あたりの被害額 約292万円 

 ○ 認知件数全体の40％がオレオレ詐欺で34件（前年同期比＋1件）、29.4％が架空請求詐欺 

  で25件（前年同期比±0件）、16.5％が還付金等詐欺で14件（前年同期比＋4件） 

 ○ 被害現金等の詐取方法は、のべ138回のうち36.2%が振込型（ATM）で50回、18.1％が送 

    付型（電子マネー）で25回、13.8％が手交型(呼出)で19回 

 

 

 

 

 

平成２８年４月末 特殊詐欺被害認知件数・被害額  前年同期比（暫定値） 

 

 被害額（万円） 

 

被害額の１万円未満は切り捨て 
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平成２８年４月末 市町村別特殊詐欺被害状況（暫定値） 

 

 

※被害者の住居地をもとにした統計になりますので、警察署ごとの認知件数とは一致しません。 
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２２２２    阻止状況阻止状況阻止状況阻止状況        

 ○ 阻止件数142件（前年同期比＋64件、＋82.1％）、阻止金額2億7345万3411円（前年同 

  期比4179万3911円、＋18％）１件あたりの阻止金額約193万円 

 ○ 阻止件数全体の39％がオレオレ詐欺で55件（前年同期比＋4件）、34％が架空請求詐欺で 

  49件（前年同期比＋41件）、25％が還付金等詐欺で35件（前年同期比＋29件） 

 ○ 未然防止者の内訳は、39％が金融機関職員で55件、25％が家族で36件 

 

 

平成２８年４月末 特殊詐欺被害阻止件数・阻止金額  前年同期比 

 

 

 阻止金額（万円） 

 

阻止額の１万円未満は切り捨て 
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平成２８年４月末 特殊詐欺被害の未然防止者一覧 

 
※ その他は、県・市町村などの行政職員（１2名）及び商業施設の従業員（4名）が被害阻止した数値 

３３３３    被害者の男女別数被害者の男女別数被害者の男女別数被害者の男女別数        

 ○ 被害者全体の68％が女性（58名）、32％が男性（27名） 

 ○ オレオレ詐欺の被害者は、74％が女性、26％が男性 

 ○ 架空請求詐欺の被害者は、68％が女性、32％が男性 

 ○ 還付金等詐欺の被害者は、79％が女性、21％が男性 

 

  

 ○ 男性被害者は、オレオレ詐欺が33％、架空請求詐欺が30％、融資保証金詐欺が19％ 

  ○ 女性被害者は、オレオレ詐欺が43％、架空請求詐欺が29％、還付金等詐欺が19％ 
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４４４４    被害者の年代別被害者の年代別被害者の年代別被害者の年代別        

 ○ 特殊詐欺の被害者のうち、60歳代、70歳代、80歳代で全体の80％を占めている。 

   （内訳：60歳代が11.8％、70歳代が41.2％、80歳代が27.0%） 

 ○ 全世代中、70歳代の被害者が35人で最多。 

 

60歳代の内訳は、65歳以上が6人 
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５５５５    被害者の職業被害者の職業被害者の職業被害者の職業        

○ 被害者全体の63.5％（54名）が無職、10.6％（9名）が会社員 

 

 

６６６６    詐取（詐取（詐取（詐取（振込振込振込振込・・・・送金送金送金送金等等等等）方法）方法）方法）方法（（（（のべのべのべのべ138138138138回回回回中中中中））））        

 ○ 振込型は、詐取方法全体の40.6％でATMが36.2％、窓口が2.9% 

 ○ 手交型は、詐取方法全体の26.1％で呼出（駅・路上等）が13.8％、自宅が12.3％ 

 ○ 送付型は、詐取方法全体の33.3％で電子マネーが18.1％、宅配便が10.9％ 

 

 

※ 手交型の呼出（駅・路上等）は、県内の駅や路上などに被害者を呼び出して現金等を詐取すること 
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【振込場所【振込場所【振込場所【振込場所（ＡＴＭ）（ＡＴＭ）（ＡＴＭ）（ＡＴＭ）】】】】    

    

 

※ 独立型ＡＴＭは、金融機関が店舗や施設の外に設置したＡＴＭ 

※ その他は、金融機関がスーパーやコンビニエンスストア以外の店舗や施設内に設置したＡＴＭ 

※ 振込の回数は、のべ回数（一人の被害者が複数回利用））））    

７７７７    振込振込振込振込先先先先のののの口座名義口座名義口座名義口座名義（（（（のべのべのべのべ56565656回回回回中中中中））））・送金・送金・送金・送金先の宛名先の宛名先の宛名先の宛名（（（（のべのべのべのべ21212121回回回回中中中中））））        

 ○ 振込の場合、口座名義が個人名75%、会社名25% 

 ○ 送金の場合、宛先が個人名43％、会社名28％ 

【振込【振込【振込【振込先先先先】】】】    

    

【送金【送金【送金【送金先先先先】】】】    
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８８８８    手口別特徴手口別特徴手口別特徴手口別特徴        

 （1） オレオレ詐欺 

   ○ オレオレ詐欺の内訳（34件中）  

   ○ 実名を言わず「オレオレ」などと息子を騙るものが11件、その他の親族が10件 

 

（2） 架空請求詐欺 

  ○ 架空請求詐欺の内訳(25件中)  

  ○ 有料サイト利用料金等の名目が15件、トラブル解決が7件、25件中14件は被害者に電    

   子マネーを送付させるもの 

 

※ トラブル解決は、名義貸しが法令違反である等と架空の事実を口実にし、トラブルを解決する名目で被害者から現金等を送金させだましとること。 

※ 架空請求の金融商品等取引類似は、音声通信手段等のみにより、金融商品等の取引を名目に被害者から現金等を送金させだましとること。 

  ○ 架空請求詐欺の詐取（振込・送金等）方法（のべ65回中） 

 


